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地方債
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(E)=(D)/ （ ）

目標 年度

目標 年度

創2-2 子育て支援の促進

評
価
指
標
の
設
定 二
次

子どもを安心して産み、健やかに育てられる環境づくりを進めます。

6-3-2 学童クラブ施設の改修（東伏見学童クラブ施設の移設）

　民間設置による代替・類似サービスは、現在のところ市内にはない。

《指標の説明　など》

事
業
環
境
等

市民・関連団体等の意見
（アンケート結果など）

　東伏見第二学童クラブについては、現在、東伏見小学校校舎３階の一番奥の行き止まり部分に設置されている。
校舎の構造上出入り口は１ヶ所で、緊急時の避難路は校庭側のベランダを利用している。又、反対側の窓（東側）は
ベランダもなく１階から３階まで壁面となっている構造のため、不審者侵入等の避難際の動線の問題や東面窓の危
険性などを踏まえ、学童クラブ父母会から校舎の別の場所への移設要望が以前から出ていたものであるが、学校の
余裕教室がない状況であったため改善が図れなかったものである。

事業実施上における制約や
財源確保等

　石神井川護岸整備用地に現在の東伏見学童クラブが接しているため、東京都が実施する
石神井川の河川改修工事の実施時期に合わせ移転をする必要がある。

代替・類似サービスの有無

目標値

実績値

一
次

目標値 ％

実績値

35 100

② 目標値

活動等指標 単位

目標値 所 1 1

21年度 22年度

《指標の説明　など》

成果指標 単位 21年度 22年度 23年度

23年度

①施設数

0

施設数 千円 25,664 39,770 #DIV/0! #DIV/0!

千円 25,664 39,770 0

0817 0

0.10

0 38,953 0 0

内
訳

千円 817

22年度 23年度

千円

24,847 38,953

24,847

平成21 実施形態

事
業
費
デ
ー
タ

項　　目 単位 21年度

まちづくり整備基金

人 0.10

千円

工事進捗率

子育て支援部　児童青少年課

事
務
事
業
の
概
要

事務事業の目的 根拠法令等

 北側を流れる河川の改修工事に合わせ、東伏見学童クラブの移転改築を行う。あわせて、東伏見小学校校舎3階
に設置されている東伏見第二学童クラブ施設を、児童の利便性及び安全確保等の充実を図るため東伏見学童ク
ラブを移設する新たな建築施設に移設する。

事業内容・実施方法等　

平成21・22年度の2ヵ年事業。
東伏見小学校敷地内に40名定員の学童クラブ２施設を収容する新たな施設を建設する。
まちづくり整備基金繰入金を特定財源とする。

事業開始時期

法律
条例・規則

要綱・要領

政令・省令

  有

  無

直営 委託 補助 その他



事業コード 事務事業名 所管部課

施策コード 施策名 施策目標

【一次評価】

Ｃ

【二次評価】

Ｃ

【行革本部評価】

事業の
必要性

事業の優先
度（緊急性）

3

検証項目 ランク

創2-2 子育て支援の促進 子どもを安心して産み、健やかに育てられる環境づくりを進めます。

6-3-2 学童クラブ施設の改修（東伏見学童クラブ施設の移設） 子育て支援部　児童青少年課

市民ニーズ
の把握

3

Ａ

Ｂ

Ａ

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービ
スの相手方

事業主体
の妥当性

Ｂ

直接のサービ
スの相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

行革本部評価 評価の判断理由及び事業化する上での課題等

　平成22年度に実施予定の石神井川河川工事の事業用地に東伏見学童クラブが入っていることから、河川改修に
伴う補償金を有効活用して、本施設の移転及び、安全性と利便性の向上が課題となっている東伏見第二学童クラ
ブの移転改築を行う本事業は、児童の安全な居場所づくりを効率的に進める観点から、実施すべき事業と考える。
　実施にあたっては、児童やその保護者をはじめとする関係者が多数存在しており、既に事前説明会も開催されて
いるところであるが、今後とも十分な説明を心がけて事業への理解を求めるとともに、工事の安全の確保にも注力さ
れたい。

○検証項目、評価の判断理由
○事業化する上での課題等

3
　当該学童クラブは、東伏見小学校北側の石神
井川河川改修工事事業用地に学童クラブが設
置されていることから、工事時期に合わせて改修
を行う事業である。
　改修を行うにあたっては、これまで課題となって
いた東伏見第二学童クラブの安全性と施設利
用・運営の利便性の確保に努め、河川改修に伴
う補償費を有効に活用しながら、効率的な施設
改修を進めるべきである。また、改修工事にあ
たっては、小学校校地内の工事であることから、
安全面に配慮した施工に努められたい。
　なお、市内4施設において、既に民間への運営
委託が行われているが、ひばりが丘団地内など
に予定されている新たな児童館、学童クラブの施
設改修に合わせ、民間委託の可能性について、
引き続き検討されたい。

3

3

2

2

3

二次評価検証項目 ランク

3

3

市民ニーズ
の把握

受益者負担
の適切さ

事業内容等
の適切さ

　学童クラブは、総合計画に基づき計画的な施
設整備を実施しているが、東伏見学童クラブの
北側を流れる石神井川の河川改修工事の事業
用地に東伏見学童クラブが含まれ、河川改修工
事実施時期（H22.9)に合わせた改築が必要であ
る。
　また、東伏見小学校校舎3階に設置している東
伏見第二学童クラブについては、施設構造上の
特殊性により、支障をきたしており、今回建設す
る新たな施設に移転することで児童の安全と施
設利用・運営の利便性の確保が可能となる。
　なお、学童クラブに対するニーズが年々増加し
ているなか、学校の余裕教室や他の公共的施設
の利用が困難な状況であり、今後、民間施設の
借用や民間事業者の誘致も視野に入れる必要
がある。

3

3

1

2

一次評価
○検証項目、評価の判断理由
○事業化する上での課題等

事業化

実施を延期

計画を中止
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事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握

0

1

2

3

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握 事業化

実施を延期

抜本的見直し

計画を中止

事業化

実施を延期

抜本的見直し

計画を中止

抜本的見直し

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目


